
(1） 第191号 広 報 あ か い け 昭和53年12月1日 

幸 

発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 費（代表）2004 

巨陽l所 赤 池 印 刷 毎月 1回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,426人 （増15) 

男 4,507人 （増10) 

女 4,919人 （増5) 

世帯数 2,950世帯（増8) 

出生 6人 転入 51人 

死亡 3人 転出 39人 

(53年10月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（同和対策中央研修所・11月26日） 

臨 1lJ轟轟議記念式典挙イiさるノ 
n 月26日（日）町制40周年並びに同和対策中央研修所新築落成を記念して午前10時よリ同 

中央研修所で約300名の来賓の方々が出席し、町功労者、永年勤続者等の表彰や来賓各代 

表の方々による祝辞が行われ、盛況のうちに式典行事が取り行われた。このあと部落解放同 

盟中央本部書記長、上杉佐一郎氏の講演力首テわれ、引き続き町民会館で祝賀会が開かれた。 

午後2時より中央石刑彦所で芸能大会、7時半より約2時間にわたりのど自慢大会など町内 

芸達者の方々による演芸や歌力激多く出され、町民一体での盛り上がった記念のー日でした。 
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第2回田川郡 

解放子ども会 

スポーツ大会 

よろこびの選手たち 

前列左より、川原田浩一、小松浩二、山田洋、り屯I敬、 

小松豊。 中列左より、可叫公勝夫、可」公晃一、池田勇二、 

羽公滝人、羽公直近、」4公繁則。 後列左より、吉村智信、 

'H公勝年、羽公智、安田利道。 大浦隣保館まえで 

赤
池
、
強
豪
を
連
破
し
て
優
勝
 

大
浦
・
天
郷
連
合
チ
ー
ム
の
快
挙
 

去
る
九
月
十
日
、
部
落
解
放
同
盟
田
川
地
協
主
催
に
よ
る
第
二
回
田
川
 

郡
解
放
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
方
城
町
で
盛
 

大
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
郡
内
各
町
村
の
連
協
か
ら
選
抜
さ
れ
た
 

精
鋭
九
チ
ー
ム
が
参
加
、
赤
池
連
協
か
ら
は
大
浦
・
天
郷
支
部
解
放
子
ど
 

も
会
で
『
赤
池
町
解
放
子
ど
も
会
チ
ー
ム
』
 

【
セ
レ
モ
ニ
ー
】
午
前
九
時
、
全
選
手
 

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
整
列
、
田
川
地
協
代
 

表
の
挨
拶
な
ど
が
あ
っ
た
あ
と
、
全
員
 

で
た
か
ら
か
に
解
放
歌
を
合
唱
。
あ
い
 

に
く
の
小
雨
模
様
で
あ
っ
た
が
、
選
手
 

の
覇
気
、
ま
す
ま
す
盛
ん
ノ
 

”
り
 1

 
aJ ●1 第

 

地

区

対

抗

 

バ
 

レ
 
ー
 

男子優勝 

九 支 所 

◇
 

を
編
成
、
勇
躍
出
場
し
た
。
 

川川川川川川“川川川川~川m"nn 

【
第
一
試
合
】
赤
池
町
解
放
子
ど
も
会
 

チ
ー
ム
は
、
ク
ジ
運
悪
く
強
豪
川
崎
町
 

と
対
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
試
合
は
 

追
い
つ
追
わ
れ
つ
の
接
戦
の
す
え
、
実
 

力
で
は
と
う
て
い
か
な
わ
ぬ
と
思
わ
れ
 

た
川
崎
町
チ
ー
ム
に
8
対
6
で
辛
勝
。
 

町
制
四
十
周
年
、
同
和
対
策
中
央
研
 

修
所
の
落
成
を
祝
う
記
念
行
事
が
多
彩
 

に
催
さ
れ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
は
地
 

区
対
抗
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
少
 

年
野
球
の
招
待
試
合
。
バ
レ
ー
は
、
男
 

子
が
十
九
支
所
と
十
支
所
を
撃
破
し
た
 

九
支
所
が
初
優
勝
。
女
子
は
十
五
支
所
 

が
四
連
覇
。
 

一
方
、
少
年
野
球
は
芦
屋
 

町
、
頴
田
町
、
直
方
市
植
木
、
稲
築
町
 

の
四
チ
ー
ム
を
招
待
し
、
熱
戦
を
展
開
 

し
た
が
、
赤
池
チ
ー
ム
は
植
木
ジ
ュ
ニ
 

ア
ヤ
ン
ギ
ー
ス
に
破
れ
た
。
 

、ブロック決まる‘ 4区大谷くんの見事なストソプ） 

1 
、
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（ブロック突破．18支所の日野さんのスパイクヒノト） 

【
第
ニ
試
合
】
緒
戦
に
勝
利
を
お
さ
め
 

た
赤
池
町
チ
ー
ム
は
、
第
二
回
戦
で
こ
 

れ
ま
た
強
豪
中
の
強
豪
添
田
町
と
対
戦
 

し
た
。
し
か
し
、
勝
運
に
の
っ
た
赤
池
 

町
は
こ
れ
を
5
対
1
で
く
だ
し
決
勝
戦
 

に
駒
を
す
す
め
た
。
 

【
第
三
試
合
】
さ
あ
、
い
よ
い
よ
決
勝
 

戦
だ
。
午
後
二
時
、
朝
か
ら
の
小
雨
も
 

選
手
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
祝
 

福
す
る
か
の
よ
う
に
晴
れ
あ
が
っ
た
。
 

決
勝
戦
の
相
手
は
地
元
方
城
町
チ
ー
ム
。
 

ス
タ
ン
ド
の
大
声
援
に
励
ま
さ
れ
た
赤
 

池
球
児
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
落
ち
つ
 

き
を
み
せ
、
攻
守
に
わ
た
っ
て
一
段
と
 

調
子
を
あ
げ
方
城
町
を
4
対
2
で
く
だ
 

し
て
優
勝
。
や
っ
た
ノ
初
の
栄
冠
だ
。
 

【
応
援
団
】
当
日
は
、
赤
池
町
で
も
体
 

協
主
催
の
第
十
回
三
百
二
十
歳
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
大
会
が
催
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
 

の
試
合
を
終
っ
た
支
部
役
員
ほ
か
多
勢
 

の
父
兄
が
急
き
ょ
応
援
に
か
け
つ
け
た
。
 

懸
命
に
プ
レ
ー
す
る
選
手
諸
君
に
、
天
 

も
破
れ
よ
と
ば
か
り
の
大
声
援
。
優
勝
 

の
栄
冠
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ス
タ
ン
ド
 

が
一
体
と
な
っ
て
勝
ち
と
っ
た
の
だ
。
 

こ
の
大
会
を
終
始
観
戦
し
熱
心
に
応
援
 

し
た
あ
る
父
兄
は
「
選
手
諸
君
の
無
心
 

な
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
見
て
い
 

る
と
、
 

『
子
ど
も
た
ち
は
、
差
別
に
負
 

け
な
い
立
派
な
人
間
に
育
っ
て
い
る
』
 

と
感
じ
、
ジ
ー
ン
と
こ
み
あ
げ
て
く
る
 

も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
、
こ
の
日
の
感
 

想
を
語
っ
て
い
た
。
優
勝
の
栄
冠
に
輝
 

や
い
た
赤
池
町
解
放
子
ど
も
会
チ
ー
ム
 

の
今
後
の
健
闘
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
 

訂
正
と
お
詫
び
 

先
月
号
の
体
協
ス
ポ
ッ
ト
「
各
 

地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
」
で
「
大
 

浦
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
』
 
の
記
事
は
 

赤
池
連
協
大
浦
、
天
郷
支
部
の
主
 

催
に
よ
る
行
事
で
し
た
。
こ
こ
に
 

訂
正
し
て
、
関
係
者
に
ご
採
止
恐
を
 

お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

（
逆
転
打
・
浜
田
く
ん
の
痛
打
ラ
ン
ナ
ー
を
返
す
．
】
 

けんらん 

秋の 

スポーツ 

上野三区が初優勝 

鞭高令者条二売 

地
区
対
抗
野
球
、
七
支
所
が
悲
願
 

の
初
優
勝
 
十
一
月
五
日
の
決
勝
戦
 

で
延
長
八
回
、
九
、
十
支
所
連
合
チ
 

ー
ム
を
3
A
1
2

で
破
り
悲
願
の
初
 

優
勝
。
写
真
は
喜
び
の
ナ
イ
ン
。
 

▼
さ
き
ほ
ど
ユ
ネ
ス
コ
か
 

ら
日
本
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

フ
ァ
ン
に
 
「
フ
ェ
ア
プ
レ
 

ー
賞
」
が
贈
ら
れ
た
。
な
 

ん
で
も
、
日
本
で
行
わ
れ
 

た
国
際
試
合
で
、
日
本
の
観
衆
が
敵
味
 

方
な
し
に
お
く
っ
た
真
塾
な
拍
手
と
声
 

援
が
、
外
国
の
お
偉
が
た
を
感
心
さ
せ
 

た
の
が
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
ら
し
い
。
 

▼
世
界
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
会
長
さ
 

ん
の
と
っ
た
こ
の
異
例
の
措
置
は
、
粋
 

な
は
か
ら
い
と
い
う
か
、
タ
イ
ミ
ン
グ
 

の
よ
い
フ
ェ
ン
ト
の
味
に
に
て
、
ウ
ー
 

ン
と
人
を
う
な
ら
せ
る
も
の
が
あ
リ
、
 

こ
れ
も
ま
た
正
に
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
で
あ
 

る。 ▼
競
技
に
は
、
勝
つ
た
め
に
手
段
を
選
 

ば
ず
と
い
う
や
り
方
が
あ
る
。
早
い
話
 

が
、
野
球
の
試
合
で
四
試
合
の
う
ち
三
 

試
合
ま
で
が
、
選
手
の
登
録
違
反
で
没
 

収
試
合
に
な
っ
た
と
い
う
が
如
き
は
正
 

に
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
江
川
ほ
し
さ
 

に
な
り
ふ
り
か
ま
わ
な
い
強
引
な
巨
人
 

の
や
り
口
を
ま
ね
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
 

い
が
、
約
束
ご
と
を
守
る
と
い
う
の
は
 

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
ル
ー
ル
の
第
一
歩
 

で
あ
る
。
せ
っ
か
く
新
球
場
で
オ
ー
バ
 

ー
フ
エ
ン
ス
の
第
一
号
ホ
ー
マ
ー
が
出
 

た
と
い
う
の
に
、
こ
れ
も
没
収
試
合
で
 

幻
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
な
っ
た
、
と
い
う
 

お
ま
け
ま
で
つ
い
て
い
る
。
 

▼
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
は
む
つ
か
し
い
。
 

だ
が
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
は
も
っ
と
む
つ
 

か
し
い
。
 〇

〇
〇
〇
o
 

体協主催による初の地区対抗高令者ゲートボール大会 

が11月19日、町民グラウンドで行われ、優月叡ま各パート 

の1位チームで年令の一番多い上野三支所。 2位I四支 

所B. 3位し支所の●瓦 ちなみに今大会の平均年令は65 

歳、次の大会も頑張って下さい。 

伏
原
の
ソ
フ
ト
、
上
中
下
組
が
勝
つ
 

地
域
の
『
親
睦
』
 

『
体
力
づ
く
り
』
 

に
と
伏
原
公
民
館
（
村
井
晃
館
長
）
が
 

壮
・
婦
ソ
フ
ト
大
会
。
結
果
は
、
 
12 

対
 

13 

で
上
中
下
組
が
横
組
を
降
し
た
。
 

ー
 
‘
ー
 

ー

 

ー

 

ー

 

人v 
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上
村
大
次
郎
氏
 

県
知
事
表
彰
を
受
賞
 

『
国
民
健
康
保
険
事
業
に
尽
力
』
 

上村大次郎氏 

国
民
健
康
保
険
法
が
昭
和
十
三
年
に
 

施
行
さ
れ
て
か
ら
本
年
は
四
十
周
年
に
 

あ
た
る
の
で
、
こ
れ
を
記
念
す
る
た
め
 

去
る
十
月
二
十
六
日
（
木
）
、
福
岡
市
明
 

治
生
命
ビ
ル
に
お
い
て
記
念
式
典
が
挙
 

行
さ
れ
、
併
せ
て
永
年
国
民
健
康
保
険
 

事
業
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
式
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

本
町
か
ら
は
、
医
師
上
村
大
次
郎
氏
 

圃
（
下
町
」
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

上
村
氏
は
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
今
 

日
ま
で
十
五
年
の
永
き
に
亘
リ
国
民
健
 

康
保
険
運
営
委
員
会
の
委
員
と
し
て
医
 

師
の
立
場
か
ら
の
み
で
な
く
、
広
く
国
 

民
健
康
保
険
事
業
を
理
解
し
、
同
事
業
 

の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
予
 

防
接
種
等
、
町
民
の
衛
生
事
業
に
活
躍
 

さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
町
民
の
方
の
 

広
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

同
時
に
国
民
健
康
保
険
の
直
営
施
設
 

の
職
員
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
 

に
通
算
し
て
十
年
以
上
勤
務
し
、
勤
務
 

成
績
が
優
秀
で
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
 

れ
る
者
と
し
て
福
岡
県
国
民
健
康
保
険
 

団
体
連
合
会
々
長
よ
リ
次
の
方
が
表
彰
 

を
受
け
ま
し
た
。
 

▽
事
務
吏
員
 
内
田
 
香
織
 

▽
 
ガ 

万 

竹
本
ア
サ
エ
 

▽
看
護
婦
長
 
藤
田
 
春
枝
 

▽
 
β 
主
任
 
永
末
 
文
子
 

▽
 
ク 

” 

吉
田
テ
ツ
子
 

▽

看

護

婦

 
戸
次
ミ
ツ
子
 

敬
称
略
 

納
税
組
合
総
会
で
表
彰
さ
る
 

赤
池
町
第
二
十
三
回
納
税
組
合
総
会
 

が
十
一
月
一
十
九
日
（
水
）
町
民
会
館
会
 

議
室
で
開
か
れ
、
昭
和
五
十
三
年
度
納
 

税
組
合
及
び
組
合
長
の
表
彰
、
並
び
に
 

国
民
健
康
保
険
税
納
税
組
合
優
良
団
体
 

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
 

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の
 

と
お
リ
で
す
。
 

【
納
税
組
合
表
彰
及
び
組
合
長
表
彰
】
 

⑥
組
合
表
彰
 

●
石
津
 
三
郎
（
上
小
路
納
税
組
合
）
 

●
世
良
 
直
幸
（
下
小
路
 

” 

) 

つ
 

●
永
末
 
嘉
人
（
原
田
納
税
組
合
）
 

●
太
田
 

満
（
中
里
 

●
政
光
 
朝
次
（
薬
モ
寺
 

●
市
川
 
則
孝
（
石
松
 

●
沖
 

勇
（
八
の
五
 

●
高
浜
喜
久
蔵
（
稲
荷
一
 

●
前
田
 

園
（
車
導
一
 

●
門
柳
 
久
吉
（
伏
原
 

⑨
組
合
長
表
彰
 

ガ
 

一
 
"
 
"
 

ガ
 

"
 

●
柴
田
 

守
（
鋤
木
田
納
税
組
合
長
）
 

●
小
松
 
君
雄
（
大
浦
 

” 

●
日
高
 
直
文
（
草
場
上
 

” 

●
白
川
美
智
孝
（
八
の
四
 

” 

●
中
村
 
広
瀬
（
上
の
原
三
 

●
佐
々
木
徳
太
郎
（
貴
船
一
一
 

●
長
谷
川
文
雄
（
本
町
一
 

●
皆
川
 

正
信
（
下
町
一
 

●
本
島
 

一
郎
（
暁
町
 

ガ
 

"
 
)
 
一
 

●
鶴
田
 
啓
一
 

（
徳
人
原
上
 

” 

【
国
保
税
納
税
組
合
優
良
団
体
表
彰
】
 

●
日
高
八
重
子
（
第
六
支
部
婦
人
会
 
市場】 

●
宇
野
美
奈
子
（
第
七
支
部
 

ガ 

市場〕 

●
村
上
 
武
雄
（
市
津
国
保
納
税
組
合
 
市場） 

●
高
林
美
弥
子
（
第
八
支
部
婦
人
会
 
市場） 

●
太
田
美
代
子
（
第
士
一
支
部
”
 

赤池） 

ー

敬

称

略

ー

 

演
芸
慰
問
等
に
大
喜
び
 

ー
大
浦
・
天
郷
両
支
部
の
婦
人
部
 

十
月
十
日
（
火
）
体
育
の
日
、
大
浦
支
 

老人ホーム 

天 郷 荘 

部
（
小
栓
即
夫
支
部
長
）
並
び
に
天
郷
 

支
部
（
小
松
勝
支
部
長
）
の
婦
人
部
の
 

演
芸
慰
間
団
（
約
三
十
数
人
）
が
菓
子
、
 

ジ
ュ
ー
ス
等
の
慰
間
品
を
携
え
て
老
人
 

ホ
ー
ム
天
郷
荘
を
慰
間
し
ま
し
た
。
 

現
在
、
老
人
ホ
ー
ム
に
は
四
十
五
人
 

の
老
人
が
入
居
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
 

日
を
そ
れ
ぞ
れ
が
気
楽
に
生
活
し
て
い
 

ま
す
。
時
折
お
と
ず
れ
る
、
知
人
、
身
 

寄
り
の
者
の
面
会
又
は
慰
問
演
芸
等
は
 

本
当
に
楽
し
み
の
ー
つ
で
す
。
 

こ
の
日
も
、
大
浦
・
天
郷
両
支
部
の
 

婦
人
部
の
皆
さ
ん
が
ス
タ
ー
顔
負
け
の
 

演
芸
を
披
露
し
、
老
人
の
拍
手
喝
釆
の
 

熱
演
の
う
ち
に
昼
か
ら
の
楽
し
い
ひ
と
 

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

（
大
浦
・
天
郷
両
支
部
の
婦
人
部
の
慰
間
者
の
皆
さ
ん
）
 

町
少
年
剣
道
大
会
開
催
さ
る
ノ
 

個
人
戦
で
中
野
亜
子
さ
ん
・
立
花
靖
士
く
ん
ク
準
優
勝
4
 

菊
薫
る
十
一
月
十
二
日
（
日
）
、
前
日
 

か
ら
の
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
で
、
 

垣
例
の
少
年
剣
道
大
会
が
町
民
会
館
に
 

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
 

筑
豊
一
一
市
三
郡
の
道
場
か
ら
一
年
間
 

の
汗
の
結
晶
を
こ
の
日
に
発
揮
す
べ
く
 

午
前
九
時
開
始
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
 

々
と
八
時
に
は
す
で
に
続
々
と
乗
リ
込
 

み
、
体
育
館
内
は
少
年
剣
士
の
気
概
と
 

熱
気
で
大
会
の
雰
囲
気
も
盛
り
あ
が
っ
 

て
来
ま
し
た
。
 

出
場
チ
ー
ム
も
年
々
増
加
の
傾
向
を
 

し
め
し
、
本
年
は
中
学
生
十
四
チ
ー
ム
、
 

白
十
一
名
、
小
学
生
二
十
チ
ー
ム
了
一
百
 

（
勇
壮
な
行
進
曲
に
堂
々
の
入
場
〕
 

四
1
七
名
、
女
子
小
学
生
四
十
八
名
、
 

延
人
員
四
百
六
名
の
多
数
に
お
よ
び
、
 

更
に
各
団
体
の
応
援
、
大
会
役
員
を
加
 

え
る
と
約
八
百
名
の
大
世
帯
と
な
り
、
 

体
育
館
も
文
字
ど
お
り
は
ち
割
れ
ん
ば
 

か
り
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
 

定
刻
九
時
、
勇
壮
な
行
准
一
 

に
緊
張
 

と
昂
奮
の
た
め
頬
を
紅
潮
さ
せ
た
少
年
 

剣
士
が
前
年
度
、
議
長
杯
優
勝
の
直
方
 

少
年
剣
道
部
を
先
頭
に
入
場
、
最
後
尾
 

は
町
長
旗
を
見
事
二
年
連
続
保
持
し
た
 

赤
池
誠
心
館
四
十
四
名
の
堂
々
の
行
進
 

の
あ
と
、
兼
重
教
育
委
員
長
の
開
会
官
 

11
」口 （

赤
池
中
学
生
に
よ
る
日
本
剣
道
形
」
 

池
永
大
会
名
誉
会
長
の
挨
拶
に
引
続
 

き
、
池
田
大
会
々
長
の
歓
迎
の
言
葉
が
 

あ
り
ま
し
た
。
 

試
合
に
先
だ
ち
、
赤
池
中
学
生
に
よ
 

る
日
本
剣
道
形
が
厳
粛
の
内
に
行
わ
れ
、
 

稽
古
の
成
果
が
よ
く
出
て
お
リ
、
実
に
 

見
事
な
演
武
で
あ
リ
ま
し
た
。
原
名
誉
 

審
判
長
の
試
合
開
始
の
号
令
の
も
と
に
、
 

小
学
生
低
学
年
個
人
戦
か
ら
闘
い
の
幕
 

が
切
っ
て
落
と
さ
れ
、
四
パ
ー
ト
で
熱
 

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
応
援
団
の
声
援
 

も
一
段
と
熱
が
こ
も
り
、
チ
ビ
ッ
子
剣
 

士
の
一
打
一
振
リ
に
大
歓
声
の
す
さ
ま
 

じ
さ
で
、
進
行
の
マ
イ
ク
も
わ
か
ら
な
 

い
有
様
で
し
た
。
 

本
大
会
よ
り
新
た
に
女
子
の
部
を
設
 

け
ま
し
た
が
、
数
多
く
の
女
子
剣
士
が
 

出
場
し
大
会
に
色
ど
り
を
添
え
た
ば
か
 

リ
で
な
く
、
基
礎
練
習
あ
る
い
は
技
術
 

的
に
も
立
派
な
も
の
を
見
せ
て
頂
き
ま
 

し
た
。
女
子
部
の
試
合
増
設
に
ふ
み
切
 

っ
た
大
会
々
長
の
決
断
も
又
見
事
で
あ
 

り
、
面
一
本
の
効
果
が
あ
っ
た
。
 

近
隣
の
少
年
剣
士
が
赤
池
大
会
開
催
 

を
指
折
り
数
え
る
ま
で
に
発
展
し
ま
し
 

た
が
、
町
有
志
の
方
々
の
ご
庇
護
と
一
」
 

援
助
に
よ
る
お
陰
と
存
じ
ま
す
。
 

な
お
、
大
会
に
際
し
、
バ
レ
ー
部
、
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
婦
人
協
、
並
び
に
 

後
援
会
ご
父
兄
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
 

J
 

J
 

リ
盛
会
に
無
事
終
了
出
来
ま
し
た
こ
と
 

を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

▼
成
績
発
表
▲
 

⑥
小
学
生
の
部
 

o
優
勝
香
武
館
（
香
春
）
〇
準
優
勝
直
方
少
 

年
剣
道
部
o

三
位
誠
心
館
（
赤
池
）
〇
三
位
 

平
原
道
場
（
添
田
）
o
敢
斗
賞
修
道
館
（
飯
塚
）
 

⑥
中
学
生
の
部
 

☆
 

和
名
 
師
走
（
し
わ
す
）
 

年
末
で
僧
が
い
そ
が
し
く
走
り
ま
わ
 

る
の
で
師
走
、
俗
に
極
月
の
字
を
用
い
 

て
“
し
わ
す
）
と
も
い
う
。
 

1
日
（
金
）
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
 

年
末
年
始
の
防
犯
運
動
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
＼
ン
タ
m
) 

映
画
の
日
 

4
日
（
月
）
 

人
権
週
間
 

7
日
（
木
）
 

特
設
人
権
相
談
日
（
画
ラ
m
) 

28 25 24 23 22 17 15 10 8 
日 日 日 日 日 日 日 日 日 

木 月 日 土 金 日 金 日 金 

大
雪
 

こ
と
納
め
・
針
供
養
 

世
界
人
権
デ
ー
 

年
賀
郵
便
特
別
扱
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
「
ラ
m
) 

冬
至
 

皇
太
子
誕
生
日
 

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
 

ク
リ
ス
マ
ス
 

官
庁
ご
用
納
め
 

（
一
月
三
日
ま
で
）
 

31 

日
（
土
）
 

年
越
し
・
大
は
ら
い
 

除
夜
の
鐘
 

▼
兄
弟
は
 
両
手
の
ご
と
し
▲
 

〇
優
勝
直
方
少
年
剣
道
部
o

準
優
勝
香
 

武
館
（
香
春
）
o

三
位
誠
心
館
（
赤
池
）
〇
三
位
 

英
彦
剣
道
部
（
添
世
 

⑥
個
人
戦
 
赤
池
町
関
係
の
み
 

o
準
優
勝
中
野
亜
子
（
小
女
f
4
1
6
年！本町】 

o
 

万 

立
花
靖
士
（
中
学
男
f
3

年・猿田】 

⑩
剣
道
部
師
範
 
上
村
常
夫
 

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
月
 

飲
酒
運
転
は
絶
対
や
め
よ
う
 

12 

月
 11 

日
か
ら
ー
月
 10 

日
ま
で
 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
 

十
二
月
十
一
日
か
ら
来
年
一
月
十
日
ま
 

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
十
ニ
月
は
、
 
一
年
 

の
う
ち
で
最
も
交
通
事
故
の
多
い
月
で
 

す
。
特
に
年
末
は
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
 

者
も
気
分
的
に
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
 

な
り
ま
す
。
一
方
で
、
交
通
渋
滞
が
ひ
 

ん
ぱ
ん
に
起
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

気
ぜ
わ
し
さ
と
イ
ラ
イ
ラ
が
高
じ
、
と
 

も
す
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無
 

理
な
追
い
越
し
な
ど
の
違
反
運
転
が
目
 

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
 

こ
の
時
期
に
ふ
え
る
の
が
飲
酒
運
転
に
 

よ
る
事
故
で
す
。
酒
を
飲
む
機
会
が
多
 

く
な
る
年
末
年
始
は
十
分
ご
注
意
を
。
 

飲
酒
運
転
の
追
放
 

●
家
庭
で
は
、
 

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
 

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
 

飲
ま
せ
な
 

い」 

の
三
な
い
運
動
を
実
行
す
る
。
 

●
職
場
で
は
、
雇
主
、
安
全
運
転
管
理
 

者
等
責
任
者
は
、
従
業
員
に
忘
年
会
、
 

新
年
会
等
に
よ
る
飲
酒
運
転
防
止
を
徹
 

底
す
る
。
 

●
酒
類
提
供
業
者
は
、
車
を
運
転
す
る
 

客
に
は
「
酒
を
飲
ま
せ
な
い
」
運
動
を
 

徹
底
す
る
。
 

ゆ
つ
く
り
走
ろ
う
運
動
の
推
進
 

●
自
動
車
、
原
付
自
転
車
に
「
ゆ
っ
く
 

り
走
ろ
う
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
 

運
動
に
参
加
す
る
。
 

●
制
限
速
度
を
守
り
、
 

転
」
を
励
行
す
る
。
 

「
ゆ
っ
く
り
運
 

●
 
「
安
全
優
先
思
い
や
り
運
転
」
を
励
 

行
す
る
。
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
励
行
 

●
乗
車
時
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
習
 

慣
づ
け
る
。
 

●
す
す
ん
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
模
範
 

事
業
所
に
な
る
。
 


